
ベトナム・シンポジウム
グエン・フ―・ビン駐日ベトナム大使をお招きし、ベトナムの産業動向と静岡県の企業の進出状況等を

踏まえ、経済をはじめとする今後のベトナムと静岡の交流の在り方についてのシンポジウムを開催します。

＜シンポジウムの構成＞

●開 会 主催者あいさつ

●特別講演Ⅰ １４：００～１４：１５
「開かれた国・ベトナムの未来」
講演者 グエン・フー・ビン 駐日ベトナム大使

※言語は逐次通訳となります。

●特別講演Ⅱ １４：１５～１４：４５
「近年のベトナム経済の現状と経済政策」
講演者 グエン・ミン・ハ 駐日ベトナム公使

●基調対談 １４：４５～１５：１５
「ベトナム経済の可能性」
対談者 竹内 宏 （（財）静岡総合研究機構理事長）

宋 浚 氏 （元ベトナム経済研究所所長）

●パネルディスカッション １５：３０～１７：００
「グローバル市場における新たな生産拠点へのアプローチ」

＜パネリスト＞
河野 勝男 氏 （日星電気㈱代表取締役社長）

藤江 通昌 氏 （㈱ESPAD環境建築研究所代表取締役）

角南 篤 氏 （政策研究大学院大学准教授）

新井 剛史 氏 （ジェトロ貿易開発部貿易開発課課長代理）

＜コーディネーター＞
山田 司 氏 （㈱静岡新聞社）

※プロフィールについては、裏面をご覧ください。※各テーマは仮称です。

日 時

場 所

平成２０年９月３日（水） １４：００～１７：００

ホテルセンチュリー静岡 ４階 クリスタルルーム
（静岡市駿河区南町１８－１）

成長するベトナム経済の可能性と静岡
～グローバル市場における新たな生産拠点へのアプローチ～

テーマ

定員：１５０名（先着） 参加費：無料

ＪＲ静岡駅南口より、徒歩１分
東名高速静岡Ｉ.Ｃ.より、車で１０分

静鉄新静岡センター駅より、徒歩１０分

●主催
（財）静岡総合研究機構

●後援予定
静岡県、（社）静岡県国際経済振興会、ジェトロ静岡貿易情報センター、静岡県中小企業団体中央会
（社）静岡県商工会議所連合会、静岡県商工会連合会、（財）しずおか産業創造機構、（株）静岡新聞社

会場案内

〒４２２－８５７５静岡県静岡市駿河区南町１８－１
ＴＥＬ：０５４－２８４－０１１１

＜参加申し込み・お問い合わせ＞

○参加希望の方は、郵送、ＦＡＸ、E-mail又は下記
ＵＲＬの静岡総研ＨＰからお申し込みください。

○お申込み締切：平成２０年８月２９日（金）

※先着ですので、定員に達した場合、事前に締め切る
場合があります。

○申し込み・お問い合せ先
（財）静岡総合研究機構 （担当：小泉、高村）
〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1
もくせい会館２階
TEL：054-249-1818   
FAX：054-249-1820 
E-mail   sri@sri.or.jp
URL http://www.sri.or.jp

＊郵送・ＦＡＸでお申込みの方は裏面の申込書をご利用ください。

＊駐車場のご用意はありません。公共交通機関を御利用ください。



●プロフィール

竹内 宏（たけうち ひろし）
財団法人静岡総合研究機構理事長
◆1930年静岡県清水市（現静岡市）生まれ
◆東京大学経済学部卒業
◆日本長期信用銀行専務取締役調査部長、

長銀総合研究所理事長などを歴任。1984
年から（財）静岡総合研究機構理事長。

◆主な著書 『路地裏の経済学』、『柔構造の日本経済』
『竹内宏の「富めば、鈍する」』、「町おこしの経済学』など。

所属・役職
（フリガナ）

参加者御氏名

〒

E-mail

FAX

電 話

御住所

貴社名

団体名

参加申込書 （財）静岡総合研究機構 行 FAX：０５４－２４９－１８２０

山田 司 氏 （やまだ つかさ）
静岡新聞社
編集局 経済部長兼論説委員
◆１９５７年静岡県牧之原市（旧榛原町）生まれ
◆早稲田大学政経学部卒業
◆１９７９年静岡新聞社入社。

２００４年編集局経済部長、
２００７年編集局論説委員などを経て、２００８年から現職。

宋 浚 氏 （ソウ・ジュン）
ＳＡＭＪＯＮＧ ＫＰＭＧ顧問
◆１９２７年生まれ
◆上智大学、明治学院大学、国際デザイン大学院大学
◆韓国経済研究センター所長、ベトナム経済研究所所長

ＮＨＫ国際放送、吉林省延邊大学名誉などを歴任し、
現職。

◆主な著書：「Ａｓｉａ・Ｐａｃｉｆｉｃ地域における域内相互依存関係」
「北東・東南アジアの相互依存関係」など

角南 篤 氏 （すなみ あつし）
政策研究大学院大学科学技術政策プログラムディレクター
准教授 （独）科学技術振興機構中国総合研究センター
副センター長
◆２００１年コロンビア大学政治学博士号取得
◆野村総研、（独）経済産業研究所フェローなどを経て、

２００３年から現職。

◆主な研究分野：科学技術・産業政策論、国家イノベーションシステムの比較研究（アジア）
など

◆主な著書：「グローバル・イノベーションの時代とアジア」、「研究技術計画」「アジアを
を見据えたイノベーション政策論」「ＥＳＰ」、「中国の大学企業と産学合作」
原山優子編「産学連携の制度設計」、（共訳）リチャードネルソン「経済変動
の進化論」 など

グエン・フー・ビン駐日大使
◆1948年フート省生まれ
◆ピョンヤン大学卒業
◆1990年ベトナム外務省官房長、1992年在韓

ベトナム特命全権大使、1997年ベトナム外務省
領事局局長、2001年外務審議官、2002年
外務次官を経て、2008年から現職。

◆2007年11月には、チエット国家主席訪日（国賓）の公式随行
として訪日。

新井 剛史 氏 （あらい たけし）
ジェトロ貿易開発部貿易開発課課長代理

◆１９９５年ジェトロ入会、１９９７年ベトナム語研修生
としてハノイ国家大学で研修。２０００年ハノイセンター
勤務、２００４年に経済産業省に出向、アジア各国との
経済連携協定（ＥＰＡ）に関わる業務に従事。
２００６年から現職。

藤江 通昌 氏 （ふじえ みちまさ）
㈱ＥＳＰＡＤ環境建築研究所 代表取締役所長
◆１９４５年生まれ
◆東京芸術大学美術学部建築科卒業
◆レーモンド建築設計事務所、東京芸術大学美術学部

建築学科助手、メルボルン大学建築科交換研究員
などを経て現職。

◆主な作品：フエルケール博物館（清水区）

ＳＵＮ ＲＥＤ ＲＩＶＥＲ ＢＵＩＬＤＩＮＧ（ベトナム ハノイ） など

主な計画：袋井市都市景観形成デザインコンセプト
ＢＡＣＨ ＤＡＮＧ ＨＩＳＴＲＩＣＡＬ ＳＰＯＴ ＰＲＯＪＥＣＴ（ベトナム）

グエン・ミン・ハ駐日ベトナム公使
◆１９４９年生まれ
◆ピョンヤン外国語大学校日本語課卒業
◆１９８５年ベトナム外務省第一アジア局日本課課長、

１９８９年在日ベトナム大使館一等書記官、１９９６年
第一アジア局次長、１９９８年駐日ベトナム大使館
公使参事官、２００４年海外ベトナム人委員会情報文化
局長などを歴任し、２００７年から現職。

河野 勝男 氏 （こうの かつお）
日星電気㈱代表取締役社長
◆１９４２年千葉県生まれ

◆静岡大学工学部電気工学科卒業

◆１９６６年浜松市役所入所、１９７１年同市役所退職、

同年日星電気㈱入社、技術部長としてシリコーン電線、

フッ素電線等の開発に携わる。１９７７年常務取締役、１９８４年専務取締役

を経て、１９９１年から現職。

◆ベトナム・中国に生産・営業拠点を設立している。

財団法人 静岡総合研究機構
ＳＨＩＺＵＯＫＡ ＲＥＳＥＡＲＣＨ ＩＮＳＴＩＴＵＴＥ


